
ドイツに
おける 精神遅滞者　　

への治療理論　
と方法

　　 
ゲアレス S. ／ハンセン G.  編
三原博光 訳
A5判 208頁　定価（本体 3,300円＋税） 
1995年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-9505-7

目次　本書の目的と背景／クライエント中心療法と
精神遅滞者／シュタイナー理論と治療教育／ゲシュ
タルト療法と精神遅滞者／障害者のいる家族／ロゴ
セラピーと精神遅滞者／心理療法と精神遅滞／心理
療法と障害者／授業と治療／抱っこ法と精神遅滞者
／行動療法と精神遅滞者／家族メンバーの治療参加

三
訂補聴器のフィッティング
　　 
大和田健次郎 著
四六判 160頁　定価（本体 1,500円＋税） 
2004年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-0403-5

目次　難聴と補聴器／補聴器と難聴／フィッティン
グの目的／フィッティングの方法／装用時の調整／
補聴器使用上の注意／補聴器の変遷／補聴器装用の
前に／補聴器を通した聞こえの不満／補聴器装用
に関して決めること／補聴器の形と構造／補聴器
フィッティングのための測定／聴覚の測定／他

改
訂心身障害学
　　 
佐藤泰正 編著
A5判 272頁　定価（本体 2,500円＋税）  
1991年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-9110-3

目次　序章心身障害学の課題　1視覚障害　2聴覚障
害　3運動障害　4病弱・虚弱　概念／治療教育／他
5知能障害　概念／心理的特性／軽度知能障害児／
中度知能障害児／重度知能障害児／他　6情緒障害
概念／治療・指導の原理／自閉症の治療指導／他　7
言語障害　概念／言語障害の治療・指導／他

身体障害事典
　　 
内山喜久雄 監修
小池文英・林　邦雄 編
A5判 522頁　定価（本体 12,000円＋税） 
1978年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-7805-0

目次分類　Ⅰ基礎：関連諸学／生理学的基礎　Ⅱ障
害・症状：総論／脳神経障害／骨系・運動系障害／
内科的障害／精神身体的障害／等　Ⅲ診断・理解：
総論／医学的検査・診断／心理検査・診断　Ⅳ治療・
指導・教育：総論／方法／手術・訓練／教育・養護
／用具・設備／等　Ⅴ機関・法規・人名　　他

視覚聴覚障害事典
　　 
内山喜久雄 監修
佐藤泰正・吉江信夫・岡田　明 編
A5判 620頁　定価（本体 12,000円＋税） 
1978年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-7807-4

目次分類　視覚編■生理学的基礎／心理学的基礎／
眼疾／身体的特性／知覚的特性／視覚診断／心理診
断／中途失明者／点字・盲人文字／他（389項目）　
聴覚編■音響学的基礎／オージオロジー的基礎／関
連疾患・障害／聴覚障害の特性／聴力検査／心理検
査／治療／教育／指導法／補聴／他（248項目）
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■治療技法としての精神分析の実践講義　 　ISBN 978-4-7533-6412-1

精神分析セミナー  全５巻 
小此木啓吾・岩崎徹也・橋本雅雄・皆川邦直 編
A5判上製　セット価（本体 22,500円＋税） ・分売可 

巻構成●
Ⅰ：精神療法の基礎　　　　　　　　272頁・定価（本体 4,000円＋税）                              
Ⅱ：精神分析の治療機序　　　　　　232頁・定価（本体 4,000円＋税） 
Ⅲ：フロイトの治療技法論　　　　　324頁・定価（本体 5,000円＋税） 
Ⅳ：フロイトの精神病理学理論　　　336頁・定価（本体 5,000円＋税）                
Ⅴ：発達とライフサイクルの観点　　248頁・定価（本体 4,500円＋税） 

刊行にあたって●　Ⅰ巻は日常臨床と精神分析的な精神療法・面接とのつながりをつけ，その上でⅡ
巻は『精神分析技法論』をテキストに臨床経験に即して精神分析の基本に関する理解を養うことを課
題とした。Ⅲ，Ⅳ巻は精神病理学理論と精神分析技法論のわが国では初めての系統的講義である。Ⅴ
巻ではライフサイクルの各段階の対象について精神療法を行なう上での問題点や精神力動を主題とし，
再び実際の臨床に戻ってゆく（小此木啓吾）。　　 p. 6を参照

■ヒトの初源の発達を解明した名著　　 　ISBN 978-4-7533-6430-5

新
版母子関係の理論  全３巻
ボウルビィ J.  著　黒田実郎・他 訳
A5判縦組上製　セット価（本体 30,000円＋税）・分売可 

巻構成●
Ⅰ：愛着行動　　484頁・定価（本体 10,000円＋税）                              
Ⅱ：分離不安　　500頁・定価（本体 10,000円＋税）                     
Ⅲ：対象喪失　　560頁・定価（本体 10,000円＋税） 

新版の翻訳にあたって●　ボウルビィ博士の愛着理論は世界の研究者たちによって注目され，その理
論を裏付けるさまざまな研究が行なわれている。なかでも米国のアインスワースらによって実施され
た新奇場面法による実証的研究は，特に興味深いものである。ほかにも，愛着理論に関連してさまざ
まな実証的研究や理論的研究が推進されているが，ボウルビィ博士はこれらの諸研究を参考にして，
1982年に ATTACHMENT の改訂増補版を出版した。この新版ではいくつかの章が書き改めら
れ，新たに二つの章が追加された。『母子関係の理論』全三巻が，人間関係に関する研究の原点とし
て，今後も大いに活用されることを期待している（黒田実郎）。　　 p. 37を参照

　シリーズ・著作集・定期刊行物

　■■■

シリーズ・著作集・定期刊行物
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■ロジャーズのエッセンスを集約した三大著作，待望の新訳　 　ISBN 978-4-7533-6447-3

ロジャーズ主要著作集  全３巻 
ロジャーズ C. R.  著　末武康弘・保坂　亨・諸富祥彦 共訳
A5判縦組上製　セット価（本体 19,500円＋税）・分売可 

巻構成●
①カウンセリングと心理療法　　　　416頁・定価（本体 7,000円＋税）    
②クライアント中心療法　　　　　　384頁・定価（本体 6,300円＋税）   
③ロジャーズが語る自己実現の道　　376頁・定価（本体 6,200円＋税）    

訳者を代表して●　心理臨床の世界において，精神分析理論，行動理論に続く第三勢力といわれる人
間性心理学派。その象徴ともいうべき存在であるカール・ロジャーズ。さまざまな技法や理論が百華
繚乱状態の現在，この偉大な先達の原典はどれほど読まれているのだろうか？　この新たな訳出で，
より多くの人に，実践家ロジャーズ『カウンセリングと心理療法』，理論家ロジャーズ『クライアン
ト中心療法』，思想家ロジャーズ『ロジャーズが語る自己実現の道』の姿が伝わることを願っている。

すいせんの言葉●　パーソンセンタードアプローチとして発展しているロジャーズのカウンセリング
の実践論，人間論，科学論のエッセンスとスピリットはこの三冊に集約されている。生誕 100年を
契機として世界的にも評価され，アメリカでも『ロジャーズが語る自己実現の道』は刊行から 45年
経った今も売れ続けている。日本でも古典の新鮮さにうたれ，読者に新しい発見があることは間違い
ないであろう（村山正治）。●　心理臨床とは人が自分の物語を発見し生きるための支援であり，そ
の支援の基盤はクライエント－カウンセラー関係にあるというロジャーズの主張は，1950年代世界
を揺さぶるほど斬新だっただけでなく，いま，改めてカウンセリング効果に最も影響をもたらす二大
要素として強調され，見直されている（平木典子）。　 p. 23を参照

■時代と社会をつらぬく精神医学からの視点　 　ISBN 978-4-7533-6417-6/978-4-7533-6432-9

中井久夫著作集  全６巻＋別巻２ 
中井久夫 著
A5判縦組上製　セット価（本体 45,600円＋税）・分売可 

精神医学の経験・巻構成●
①分裂病　　　　　　　　　　（品切）   
②治療　　　　　　　　　　　456頁・定価（本体 6,500円＋税）  
③社会・文化　　　　　　　　（品切）  
④治療と治療関係　　　　　　（品切）  
⑤病者と社会　　　　　　　　324頁・定価（本体 5,500円＋税）   
⑥個人とその家族　　　　　　（品切）  
別巻①風景構成法　　　　　　296頁・定価（本体 4,800円＋税）    
別巻②中井久夫共著論文集　　（品切）  
 
すいせんの言葉●　中井先生その人あるいは著作に触れる者は，まず博覧強記風の知識の奔流に圧倒
される。ぼくはしばしば，図書館の書架が倒れかかりおっかぶさってくるイメージを抱いたものだっ
た。だが，心を澄まして見つめてみると，そうした物知り的な知識の物量は中井先生の知の世界の本
質ではないことが分かる。先生の知の世界では，通常ぼくらの書架ではまったく別々の離れた棚に分
類され整理されている知的情報が，実はきわめて近縁のしばしば表裏の間柄にあることが描きだされ
る。一見アナロジーとして提出されているかに見える事物が，同一の過程の結末であることが示され
たり，時間・空間・ジャンルの差異と思い込んでいた距離が瞬時に越えられたり抹消されたりする。
そのようにして提示される新たな視点・新たな視界が，先生の知の光である。僕らに眩しさとめまい
の超常現象をおこさせる高次情報である（神田橋條治）。　　 p. 30を参照

シリーズ・著作集・定期刊行物
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■貴重な臨床経験から生まれた諸著作の全貌を一望に収める　 　ISBN 978-4-7533-6444-2

山中康裕著作集  全６巻 
山中康裕 著　岸本寛史 編集
A5判縦組上製　セット価（本体 31,000円＋税）・分売可 

巻構成●
①たましいの窓　―児童思春期の臨床１　　308頁・定価（本体 5,000円＋税）  
②たましいの視点―児童思春期の臨床２　　320頁・定価（本体 5,000円＋税）   
③たましいと癒し―心理臨床の探究１　　　308頁・定価（本体 5,000円＋税）   
④たましいの深み―心理臨床の探究２　　　308頁・定価（本体 5,000円＋税）   
⑤たましいの形　―芸術・表現療法１　　　304頁・定価（本体 5,000円＋税）   
⑥たましいの顕現―芸術・表現療法２　　　368頁・定価（本体 6,000円＋税）    

すいせんの言葉●　山中先生は異能の人である。言葉を越えたコミュニケーターであると同時に，先
生は超人的な努力家でもある。さらに，新しいことは一から学ぶ，それも本格的にである。先生の有
名なノート六十冊の書でも句でも初期は徹底的な模倣に見える。しかし，王羲之であろうと誰だろう
と，最初から本質をつかんでいかにも王羲之である。そして時とともに次第に先生独自な書になる。
余技でもこうであるから，まして，思春期，老年，内閉神経症の精神病理，病跡学などなど先生の広
い精神世界はこうして生まれていったのだが，その全貌を一望に収めることは容易でなかった。遅す
ぎる著作集の発刊を心から喜ぶ一人である（中井久夫）。●　山中さんは精神医学と臨床心理学の両
領域において，病んでいる人にいかなる援助が可能かを，常に休まずに追究してきた人である。画期
的な名著『少年期の心』を携え，颯爽と登場し，精神科医として子どもと同じ目線で接することに
よって，見出すことのできた子どもの心の輝きに，誰もが心を奪われる思いがした。わが国の遊戯療
法の研究に，新しい時代を切り拓いたものである（河合隼雄）。　　 p. 22を参照

■単行本未収録の著作を網羅　 　ISBN 978-4-7533-6436-7

ウィニコット著作集  全８巻＋別巻２ 
ウィニコット C. ／デイヴィス M. ／他 編　牛島定信 日本語版編集
A5判上製・分売可 

巻構成●
①赤ん坊と母親　　　　　　　（品切）  
②愛情剝奪と非行　　　　　　336頁・定価（本体 5,500円＋税）   
③家庭から社会へ　　　　　　（品切） 
④子どもを考える　　　　　　280頁・定価（本体 3,800円＋税）   
⑤両親に語る　　　　　　　　（品切）   
⑥精神分析的探究１　　　　　（品切）  
⑦精神分析的探究２　　　　　（品切）  
⑧精神分析的探究３　　　　　248頁・定価（本体 4,000円＋税）  
別巻①ウィニコット書簡集　　320頁・定価（本体 5,500円＋税）  
別巻②ウィニコット入門　　　（品切）    

日本語版にあたって●　英国で D.W. ウィニコットの著作集が編集されたのを機会に，邦訳版を出す
ことになった。驚くべきは彼の著作が今なお世界的によく読まれていることである。彼の魅力の大き
なポイントは理論の軟らかさであるのではないかと思う。今，ここで人の心に触れているというか，
まさに時代のニーズにマッチした理論的境地といわねばならない（牛島定信）。　
訳者●　①成田善弘・ 西村良二監訳　③牛島定信監修／井原成男・斉藤和恵訳　④牛
島定信監修／藤山直樹・他訳　⑤井原成男・他訳　⑥館直彦・他訳　⑦北山修監訳　⑧牛島定信監訳
別巻①北山修・妙木浩之監訳　別巻②野中猛・渡辺智英夫訳　　 p. 11を参照

シリーズ・著作集・定期刊行物
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■臨床の実際に即したシリーズ　 　ISBN 978-4-7533-6439-8

思春期青年期ケース研究  全10巻 
思春期青年期ケース研究編集委員会 編
A5判上製・分売可 

巻構成●
①摂食障害　　　　　　　　（品切）
②境界例　　　　　　　　　（品切）
③不登校と適応障害　　　　（品切）   
④感情障害とリズム障害　　168頁・定価（本体 2,800円＋税）  
⑤女性と思春期　　　　　　152頁・定価（本体 2,800円＋税）  
⑥身体化障害　　　　　　　（品切）
⑦学校カウンセリング　　　160頁・定価（本体 2,800円＋税）   
⑧虐待と思春期　　　　　　176頁・定価（本体 2,800円＋税）   
⑨暴力と思春期　　　　　　164頁・定価（本体 2,800円＋税）   
⑩初期分裂病　　　　　　　192頁・定価（本体 3,200円＋税）   

日本語版にあたって●　本シリーズでは理論について云々するよりも個々の治療者の持ち味，個性，
考え方などを臨床例をとおして，よくもわるくも生々しく提示していただくということを目的として
いる。思春期青年期の臨床に携わっておられる多くの方々のお役に立つことを願っている（思春期青
年期ケース研究編集委員会）。　
責任編集●　①小倉清・狩野力八郎　②牛島定信・館直彦　③生地新・齊藤万比古　④樋口輝彦・神
庭重信　⑤中村留貴子・渋澤田鶴子・小倉清　⑥成田善弘・若林愼一郎　⑦井上洋一・清水將之　⑧
本間博彰・岩田泰子　⑨中村伸一・生島浩　⑩中安信夫・村上靖彦　 p. 39-40を参照

■子どもの心に真摯に向き合い続ける珠玉の児童精神科論文集　　 　　　

小倉清著作集  
小倉　清 著
A5判上製・分売可  

巻構成●
①子どもの臨床　　　　　　　　　（品切）  
②思春期の臨床　　　　　　　　　248頁・定価（本体 4,500円＋税）  
③子どもをとりまく環境と臨床　　264頁・定価（本体 4,500円＋税） 
④児童精神医学ケース集　　　　　272頁・定価（本体 2,800円＋税） 

一般の臨床で，初回面接の中にはその後に続く治療の中に現われるすべての
事柄の芽が，すでに含まれているものと私は常日頃考えておりますが，それと同じく，赤ちゃんの姿
の中にはその人のその後の人生で起こるであろうことの芽がすべて秘められているように私には思え
てなりません。この意味からしても，私たちは赤ちゃんをよく尊重し，しっかり見つめる必要があり
ます。またそれを通して，赤ちゃんの時の避けようもない傷が，今日の自分にとってどんな意味を
もっているものなのかも分かってくるはずだと思うのです（小倉清）。　 p. 34-35を参照

シリーズ・著作集・定期刊行物
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■子ども虐待防止を目指す実践家・研究者のための専門誌

子どもの虐待とネグレクト 
日本子ども虐待防止学会 編
B5判並製　定価（本体 2,000円＋税） ・年 3回刊行，15巻 1号より小社刊行
年間購読料 6,000円＋税（送料小社負担）

最近の特集タイトル●
19巻 3号　特集：支援を必要とする 10代の子ども達　   114頁（2017年）
20巻 1号　特集：子ども虐待予防の要！　特定妊婦の支援　 　126頁（2018年）
20巻 2号　特集：第 23回学術集会（ちば大会）　 　130頁（2018年）
20巻 3号　特集：障害児虐待の予防と対策―現状と課題―　 　150頁（2019年）
21巻 1号　特集：子どもの保護・社会的養護における子ども・若者の当事者参画とアドボカシー  　128頁（2019年）
21巻 2号　特集：第 24回学術集会（おかやま大会）　 　132頁（2019年）
21巻 3号　特集：児童虐待防止における警察，検察，裁判所との関わり　 　132頁（2019年）
22巻 1号　特集：体罰と虐待　 　114頁（2020年）
22巻 2号　特集：第 25回学術集会（ひょうご大会）　 　152頁（2020年）
22巻 3号　特集：児童家庭福祉領域に携わるソーシャルワーカーの人材育成　 　120頁（2020年）
　　
●編集委員長　：藤澤洋子
●副編集委員長：藤林武史
●編集委員　　： 岩城正光／長尾正崇／林　浩康／日比千恵／星野崇啓／ 

増沢　高／宮本信也／森　茂起／山縣文治／渡辺好恵
●担当理事　　：西澤　哲

■わが国の蓄積を，臨床の立場を貫いて編まれた実践講座    　ISBN 978-4-7533-6445-9

芸術療法実践講座  全６巻 
飯森眞喜雄 編集代表
A5判縦組上製・分売可  

巻構成●
①絵画療法Ⅰ　　　　　　　　　160頁・定価（本体 2,800円＋税）  
②絵画療法Ⅱ　　　　　　　　　160頁・定価（本体 2,800円＋税） 
③コラージュ療法・造形療法　　168頁・定価（本体 2,800円＋税）   
④音楽療法　　　　　　　　　　176頁・定価（本体 2,800円＋税）   
⑤ダンスセラピー　　　　　　　160頁・定価（本体 2,800円＋税）   
⑥詩歌・文芸療法　（未刊） 

すいせんの言葉●　芸術療法の諸テーマを貫いて行なわれている真摯なアプローチが，この領域に置
ける大方の治療者の賛同を得ながら相互に飛躍的に発展することを期待したい（徳田良仁）。
責任編集●　①飯森眞喜雄・中村研之　②飯森眞喜雄・伊集院清一　③高江洲義英・入江茂　④飯森
眞喜雄・阪上正巳　⑤飯森眞喜雄・町田章一　⑥飯森眞喜雄・星野惠則　 p. 29を参照
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■時代の新しい要請に応えて創刊された専門学術誌　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

思春期青年期精神医学 
日本思春期青年期精神医学会 編
B5判並製　定価（本体 2,500円＋税）  ・年２回刊行
年間購読料 5,000円＋税（送料小社負担）

最近の特集タイトル●
27巻 1号　思春期・青年期臨床を教えること　 　88頁（2017年）
27巻 2号　青年期におけるアタッチメントの課題　　 　 112頁（2018年）
28巻 1号　発達段階におけるアタッチメントの課題を捉える　   78頁（2018年）
28巻 2号・29巻 1号　第 31回日本思春期青年期精神医学会大会ならびに  　 ①　76頁（2018年）
　　第 2回国際思春期青年期精神医学・心理学会アジア地区大会   　 　②　76頁（2019年）
29巻 2号　私たちを取り巻く社会，その変動の中で思春期を捉える 　 　　92頁（2020年）
30巻 1号　ワークショップ「安全で支持的な環境の提供」　　 　 70頁（2020年）

刊行にあたって●　この領域は，対象の本質に規定されて，必然的に発達論的であり，正常と病態を
統合的にとらえるという意味で，精神力動と精神病理の統合を指向せざるをえない。また実践的で治
療的にならざるをえない。この意味で「思春期青年期精神医学」は，新しい統合的な精神医学を作り
上げる上で最も適した舞台である（小此木啓吾）。　
編集委員長●平野直己　編集委員●生田憲正／池田暁史／石田拓也／伊藤洋一／生地　新／大西真美
／大矢　大／加藤隆弘／川俣智路／神庭重信／菊地秀明／黒木俊秀／近藤直司／齊藤万比古／生島　
浩／白波瀬丈一郎／関谷秀子／館　直彦／田中謙太郎／豊嶋良一／飛谷　渉／中　康／中村伸一／西
村良二／補永栄子／増尾徳行／松田文雄／守屋直樹／横田伸吾／吉川　悟／渡部京太

■研究実践のミニガイド　　　　

学術通信   
A5判本文 16頁＋新刊案内 8頁・季刊・登録無料   

120号主要目次（2020年 12月刊行）●
子どもの危機と人類（小倉　清）
心のフラクタル性について（岡野憲一郎）
キャンディーズの精神分析（井原　裕）
これからの心理職のアイデンティティとは（笠井清登）

†小社では読者の皆様の研究・実践のミニガイドとして，季刊小冊子「学術通信（1977年 2月創
刊）」を発行し，この分野に関する小論文，エッセイ，書評，関連分野の書誌情報などを掲載，数
多くの方がたからご好評いただいております。

†登録は無料です。ご希望の際は「登録カード」にてお申し込みいただくか，小社営業部まで電話・
FAX・E メール等にてお問い合わせください（小社ウェブサイト（http://www.iwasaki-ap.co.jp）
でも PDF ファイルにてご提供しております）。

†登録読者にはご注文の書籍送料が無料になります。その他の特典は同誌上でご案内します。
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あ行

愛情剥奪と非行　10, 52
新版 愛着行動　38
愛着行動　38, 50
改訳 遊ぶことと現実　9
新しい精神分析理論　13
あなたにもできる外国人へのこころの支援　20
あやまちから学ぶ　7
癒しと成長の表現アートセラピー　29
ウィニコット書簡集　10, 52
ウィニコット著作集　52
ウィニコットとの精神分析の記録　9
ウィニコットを学ぶ　9
新版 うつ病の認知療法　26
エクスナー法ロールシャッハ解釈の基礎　19
エビデンスにもとづくカウンセリング効果の研究
　24

覆いをとること・つくること　14
小倉清著作集　53
親－乳幼児心理療法　39
音楽療法　30, 54

か行

新装版 CARS 小児自閉症評定尺度　43
絵画療法Ⅰ　29, 54
絵画療法Ⅱ　29, 54
解釈を越えて　12
新・外傷性精神障害　32
快の錬金術　21
解離新時代　32
解離性障害　32
続・解離性障害　32
解離の構造　32
解離の病理　33
カウンセリング実践の土台づくり　24
カウンセリングと心理療法　23, 51
学術通信　55
学生相談室からみた「こころの構造」　37
学校カウンセリング　41, 53

学校現場に生かす精神分析　39
学校現場に生かす精神分析【実践編】　39
関係精神分析入門　13
関係性における暴力　42
患者から学ぶ　7
患者の心を誰がみるのか　19
間主観的感性　11
感情障害とリズム障害　40, 53
聴く、かたる　18
基礎講義アタッチメント　38
虐待と思春期　41, 53
教育学概論　48
境界性パーソナリティ障害治療ハンドブック　41
強迫性障害治療のための身につける行動療法　25
拒食症治療の手引き　42
近親姦に別れを　42
空間と表象の精神病理　28
クライアント中心療法　23, 51
クラインとウィニコット　3, 9
芸術療法 ２実践編　29
芸術療法実践講座　54
ケースに学ぶ音楽療法 Ⅰ　28
ケースに学ぶ音楽療法 Ⅱ　28
原初なる一を求めて　8
現代対象関係論の展開　14
現代の子どもと強迫性障害　37
「現場からの治療論」という物語　17
行動分析的 思考法 入門　28
行動療法　25
行動療法２　25
「こころの構造」からみた精神病理　37
こころの症状はどう生まれるのか　34
「心の力」の鍛え方　3, 46
こころを使うということ　4, 20
言葉の橋渡し機能　14
子どもの危機にどう応えるか　4, 36
子どもの虐待とネグレクト（雑誌）　54
子どものこころが育つ心理教育授業のつくり方　

21
こどものこころのアセスメント　38
子どもの心の臨床　35
子どものこころ・発達を支える親子面接の８ステッ
プ　36

子どもの精神医学入門セミナー　35
子どもの精神科症例集　4, 36
こどもの精神分析　38
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こどもの精神分析Ⅱ　38
子どもの精神療法　36
子どものためのトラウマフォーカスト認知行動療
法　27

新版 子どもの治療相談面接　10
子どもの未来を育む自立支援　48
子どもの臨床アセスメント　22
子どもを考える　10, 52
子どもをとりまく環境と臨床　36, 53
子どもを理解する〈０～１歳〉　38
子どもを理解する〈２～３歳〉　38
コフート理論とその周辺　11
こぼれ落ちる子をつくらない「聴く保育」　45
コラージュ療法・造形療法　29, 54

さ行

災害と心の救援　47
サイコセラピー練習帳　19
サイコセラピー練習帳Ⅱ　19
サイコドラマの技法　29
改訂錯覚と脱錯覚　10
里親家庭で生活するあなたへ　3, 48
里親家庭の実子を生きる　48
サポーティヴ・サイコセラピー入門　15
産後メンタルヘルス援助の考え方と実践　37
視覚聴覚障害事典　49
自殺対策の認知療法　26
改訂 思春期危機と家族　40
思春期青年期ケース研究　53
思春期青年期精神医学（雑誌）　55
思春期・青年期のこころとからだ　42
思春期の意味に向き合う　42
思春期の臨床　35, 53
自尊心の発達と認知行動療法　27
実践 学生相談の臨床マネージメント　33
実践 子どもと思春期のトラウマ治療　36
実践職場のメンタルヘルス　43
実践入門 解離の心理療法　33
実践入門 思春期の心理療法　33
実践ひきこもり回復支援プログラム　42
実践満載発達に課題のある子の保育の手だて　44
改訂 児童精神医学　40
必携 児童精神医学　35
児童精神医学ケース集　53
児童精神科医が語る　36
児童精神科ケース集　36

児童福祉施設の心理ケア　35
児童分析家の語る子どものこころの育ち　9
死の不安に向き合う　19
自閉症スペクトラムの臨床　44
自閉症とインクルージョン教育の実践　44
自閉症とこころの臨床　46
自閉症の親として　45
自閉症のこころをみつめる　46
自閉症の TEACCH 実践　43
自閉症の TEACCH 実践②　43
自閉症の TEACCH 実践③　44
自閉症の発達精神病理と治療　46
「社会による子育て」実践ハンドブック　35
社会福祉援助活動　48
社会・文化　31
集中講義・精神分析㊤　13
集中講義・精神分析㊦　14
障害児の心の臨床　35
初回面接入門　19
初期分裂病　41, 53
女性と思春期　40, 53
事例研究というパラダイム　20
事例で学ぶアセスメントとマネジメント　20
神経性食思不振症　28
改訂 心身障害学　49
心身養生のコツ　17
身体障害事典　49
心的外傷の再発見　15
心理アセスメントの理論と実践　3, 19
心理社会的リハビリテーションのキーワード　46
心理臨床における多職種との連携と協働　37
心理臨床への多元的アプローチ　24
図説 臨床心理学特別講義　25
成人アタッチメントのアセスメント　22
精神科医の思春期子育て講義　42
追補 精神科診断面接のコツ　17
改訂 精神科デイ ･ケア　47
改訂 精神科養生のコツ　17
精神科リハビリテーション　47
精神科臨床における行動療法　25
精神障害リハビリテーション論　46
精神分析が生まれるところ　11
精神分析技法論　6
精神分析事典　5
精神分析新時代　12
精神分析セミナー　5, 50
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精神分析体験：ビオンの宇宙　7
精神分析的アプローチの理解と実践　15
改訂 精神分析的人格理論の基礎　18
精神分析的診断面接のすすめかた　21
精神分析的心理療法と象徴化　8
精神分析的心理療法の現在　9
精神分析的心理療法の実践　18
精神分析的探究３　10, 52
精神分析的発達論の統合①　11
精神分析的発達論の統合②　11
精神分析という営み　13
精神分析という語らい　14
精神分析という経験　8
精神分析と昇華　16
精神分析と文化　15
精神分析入門講座　7
精神分析の治療機序　5
精神分析の学びと深まり　8
精神分析への最後の貢献　6
精神保健リハビリテーション　47
精神力動的サイコセラピー入門　12
精神力動的精神医学 第５版　11
精神力動的精神療法　10
精神療法家として生き残ること　20
精神療法の基礎　5
精神療法の人間学　4, 20
精神療法面接のコツ　17
青年期女性の内的世界　41
青年のひきこもり・その後　41
セクシュアル・マイノリティへの心理的支援　34
摂食障害からの回復支援　33
摂食障害との出会いと挑戦　33
セラピスト・フォーカシング　24
双極性障害の認知行動療法　26
続・精神分析という営み　13

た行

改訂 大学生のための精神医学　43
対象関係論を学ぶ　7
新装版 対象喪失　39
対象喪失　50
対象の影　9
対人関係療法総合ガイド　27
タヴィストック・セミナー　8
多次元精神医学　34
多重人格性障害　32

たましいと癒し　22, 52
たましいの形　23, 52
たましいの顕現　23, 52
たましいの視点　22, 52
たましいの深み　23, 52
たましいの窓　22, 52
ダンスセラピー　30, 54
ダンスセラピー入門　29
ダンス・ムーブメントセラピー　29
痴呆老人からみた世界　43
中立性と現実　13
治　療　31, 51
治療作用　11
治療者と家族のための境界性パーソナリティ障害
治療ガイド　42

治療的柔構造　21
てんかんと妊娠 ･出産　47
ドイツにおける精神遅滞者への治療理論と方法　

49
登校拒否Ⅱ　28
統合失調症とその周辺　33

32
統合失調症からの回復　31
統合失調症探究　34
統合的観点から見た認知療法の実践　27
統合的方法としての認知療法　27
東大理学部発学生相談・学生支援の新しいかたち
　20

特別なニーズを持つ子どもを理解する　37
閉じこもりの原因と治療　40

44
トラウマと倫理　12
トラウマの精神分析　12
トラウマを理解する　7

な行

中井久夫著作集　51
ナルシシズムの精神分析　14
日本の社会福祉の現状と展望　48
乳児研究から大人の精神療法へ　12
乳児の対人世界 理論編　39
乳児の対人世界 臨床編　39
乳幼児虐待のアセスメントと支援　37
乳幼児精神保健の基礎と実践　37
乳幼児発達事典　40
認知行動療法と精神分析が出会ったら　20
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認知療法　26
脳科学と心の臨床　21
脳から見える心　21

は行

パースナリティの変化　24
パーソナリティ障害の認知療法　26
改訂 第２版パーソナリティ障害の認知療法　26
恥と「自己愛トラウマ」　32
恥と自己愛の精神分析　13
はじめて学ぶ臨床心理学の質的研究　34
発想の航跡　17
発想の航跡２　18
発達・子育て相談のコツ　45
発達障害支援のコツ　45
発達障害支援の実際　3, 45
発達障害のある子の保育の手だて　44
発達障害の薬物療法　45
発達障害・被虐待児のこころの世界　44
発達障害をめぐって　18
発達精神病理学からみた精神分析理論　11
発達とライフサイクルの観点　5
母とともに治す登校拒否　40
ひきこもり問題を講義する　41
病者と社会　31, 51
病的嫉妬の臨床研究　33
不安管理訓練（AMT ）　28
風景構成法　31, 51
フォーカシングの原点と臨床的展開　24
不登校の認知行動療法 セラピストマニュアル　27
不登校の認知行動療法 保護者向けワークブック　

27
プレゼントモーメント　22
フロイト技法論集　6
フロイト症例論集２　6
フロイトと日本人　14
フロイトの精神病理学理論　5
フロイトの治療技法論　5
フロイトを読む　6
分析家の前意識　15
分離不安　50
新版 分離不安　39
分裂病のはじまり　31
米国クライン派の臨床　7
ベイシック・フロイト　6
ベックの統合失調症の認知療法　26
方法としての動機づけ面接　25

暴力と思春期　41
新版 母子関係の理論　50
母子臨床の精神力動　38
三訂補聴器のフィッティング　49

ま行

松木邦裕との対決　8
迷わず学ぶ認知行動療法ブックガイド　26
耳の傾け方　19
見ることと見られること　8
定版 見るなの禁止　14
メラニー ･クライン入門　6
新釈 メラニー・クライン　7
メンタライゼーション実践ガイド　22
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